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《今回の記事》  

 ・来て・見て・学ぼう！  「エコエイト環境フェスタ」開催！ 

 ・10月は「３R推進月間」及び「食品ロス削減推進月間」です！   

 ・ごみ・資源の分別アプリ「さんあーる」を活用しましょう！               

 これまでの「しろくまだより」は 
 市ホームページでご覧いただけます 

しろくまだより 

サイト内検索に入力↑  QRコードを読み取り↑ 

来て・見て・学ぼう！「エコエイト環境フェスタ」開催！   
 10月26日（土）、エコエイトやつしろ（八代市港町299）において、環境をテーマにした 

イベントを開催します！みなさまのご来場をお待ちしています！ 

【注意】  

・クルージング体験と、 

バックヤード施設見学

は、事前申込みが必要で

す。 

 

【お願い】 

・缶詰やインスタント 

食品、乾物や飲料など、 

不要な食品があれば、 

お持ちください。フード 

ドライブとして、必要と 

する方々へ提供します。 

 

※詳しくは広報やつしろ

10月号の折込チラシや、 

市のホームページをご覧 

 お掃除ユニット 
 熊本クリアーズ 
  出演・物販 

案内図 

※１）ごみゼロポスター入賞作品、環境団体活動紹介、企業の環境への取組の展示など 

※２）燃料電池自動車、川魚の水槽展示など 

【お問合せ先】 八代市環境課 TEL 33-4114 

 環境アニメ 
      上映 

『ガラスの地球を救え！』  

Project（環境省製作） 

 ・私たちの未来  

 ・地球との約束 



 ●生きものたちのにぎわいを守り育てましょう 

  □ ペットは責任を持って、最期まで飼育しましょう。 

  □ 地域の自然に目を向け、自然が持つ役割や希少な野生動植物に対する理解を深めましょう。 

 ●ごみのポイ捨て・不法投棄はやめましょう 

  □ ごみを捨てたり燃やしたりせず、適正に排出しましょう。 

広げよう！環境行動の輪  ～できることから、環境に配慮した暮らしをはじめてみませんか～ 

１０月は「３Ｒ推進月間」及び「食品ロス削減推進月間」です！ 

 ３Ｒ（スリーアール）とは、ごみを減らすことを意味する次の３つの取組のことです。 

 まずは、リデュースとリユースにより、ごみの全体量を減らし、どうしても不要になったもの

は、「資源の日」を利用して、きちんとリサイクル(分別)するなど、引き続き、ごみの減量化に

対する一層のご理解・ご協力をお願いします。 

 

ごみ・資源の分別アプリ「さんあーる」を活用しましょう！ 

【お問合せ先】 八代市循環社会推進課 TEL 34-1997 

 市では、ご家庭のごみや資源物についての情報を手軽に調べられるスマートフォンやタブレッ

ト向けのアプリ「さんあーる」を配信しています。 

 ぜひご活用いただき、資源の分別・ごみの減量化にご協力をお願いします。 

 ※ご注意 本アプリのダウンロードおよびご利用には通信料がかかり、利用者の負担となります。 

「さんあーる」の主な機能 下記のＱＲコードを端末機の読み取り機能でダウンロードできます。 

①ごみの発生抑制（Reduce：リデュース）：物を大切に使い、ごみを減らすこと 

 ・マイバッグを使う、詰め替えや簡易包装の商品を選ぶ、 

  食品を無駄にしない など 

ごみ・資源物の品名から、 

分別方法を検索できます。 

お住まいの地域の設定により、 

収集日をアラームでお知らせします。

「燃えるごみ」「資源の日」 

 の収集日が確認できます。 

ごみや資源に関するいろいろな情報 

を確認できます。 

App Store

の場合 

スマートフォンなどでアプリを検索してダウンロードすることもできます。 

端末機の中にある各ストア（アプリの配信サービス）のGoogle Play（アンドロイド端末用）」または 

「App Stor（iPhone等）」から、「さんあーる」を検索し、ダウンロードしてください。 

Google 

Playの場合 

 一番大切な   
  取組です。 

②再使用（Reuse：リユース）：使える物は、くり返し使うこと 

 ・フリーマーケットやリサイクルショップの活用、修理して使うなど 

③再生利用（Recycle：リサイクル）：ごみを資源化して再び利用すること 

 ・資源の日を活用し、ごみをきちんと分別する 

【お問合せ先】 八代市循環社会推進課 TEL 34-1997 


